
会 員 各 位

昭和 61年 3月 23日

~pつ
じ が 丘 自 治 会

会

1.日  時    昭 和 61年 4月 6日 (日)午 前 9時 30分 ～ 正 午

場  鵜 沼 地 区 体 育 館 (上 池 公 園 内)

.議  題   (1)60年 度 会 務 報 告 及 び 承 認 の 件

      (2)60年 度 会 計 報 告 及 び 承認 の 件

       (3)61年 度 予 算 案 の 審 議 及 び 承 認 の 件

(4)自 治 会 規 約 改 正 の 件

   (5)役
員 (会 長 、 all会 長 、 会 計 監 査 )改 選 の

(0そ の他

なお(準備の都合上、出欠 を次頁出欠票にご記入の上 3月 3■ 日までに

各班長 さんにご提出下さい。 また、当日やむを得ず欠席される方は委任状

も合わせてご提出下 さい。
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第１１回つつじが丘自治会定時総会議案書



昭和 60年 度 自治会会 務報

昨今、急遠に衛並の体裁を整えて きた我が団地の自治会 も発足して 10年に

なりま1/た 。当初、会員数 43世帯か ら出発して現在
｀Cは 730世帯を数える

までになりました。摯:年度からは、会員増の中で、 6.7丁日の広報区が分離

現在の 7広報区が 8広報区となり、団地内の町内体制が経立するこ1と になりま

した。

さて、今年度の自治会活動の具体的内容は後述 しますが、自治会が発足

10年 日の節目にあたる今年度は、今 日までの自治会活動をふりかえ́り自治会

のあ り方を点検する活島 を特にすすめてきました。

第一に、 1,000戸規模での自治会のあ り方を検討していただく組織等諮問

委員会を60年 3月 に設置し、 20数名の会員の方 々の ご努力により60年 11

月、組織、運営のあ り方、役員選藤1の あり方についてぽ う大な内容の中間答申

をいただ きました。具体的な数項自の答申の うち「 自治会長は広報会長を兼務

すること Jについて次年度役具体市1か ら実現することにし、その他の受起され

た課題は、今後具体化すべ く努力していきたい と考えてお ります。

第二に、全世帯を対象に自灘i会の組織や住環境のアンケー ト調査を実施しま

した。 (回収率 90.8%)自 治会組織は必要だが組織体器1が よくわか らない、

行事が多くてわず らわしいとの声 も少なか らずあったこと等 もふまえ、今後、

教宣活動を重視 しなが ら会員の皆様の意向を十分把握して種々の活動に生か し

ていきたいと考えてお ります。

第二に、「 つつじが丘に想 うこと」をテーマに 10周 年記念作文を募集し 1

2点の応募をいたださました。どれも、この地を「 ふるさと」に との想いが強

い もので快適な暮 らしを送ることので きる温かい街づくりを住民が一体となっ

て築いていこうとする熱意ある作品ばかりでした。

第四に、自治会発足10周年を記念して式典を開催し、自治会の発展に寄長

された会員の皆様に感謝状を贈呈し、記念作文応募者の表彰を行ないまし 。

又、各公園には桜の本を記念に植樹するとともに、「 わが街つつじが丘」の小

冊子を作成し全会員に配付して記念の行事としました。

これらの活動を通じてご協力していただいた会員の皆様には厚くお礼申しあ



げ ます。

次に鵜沼地区体育館の建設問題です。昨年来多くの論議があシだ中で 9月 に竣

工 しました。会員の皆様0ご協力あ りが とうございました。現在、 l rlか ら体育館

の管理運営を委託され地区内各種団体や周辺住民の方で構成する管理運営委員会

を設立しその任にあたっております。利用の受付等 日常の管理は老人会にお世話

いただいてお ります。

F・ii地新聞くタイムズっっじが丘 〉は、 自治会からの伝達、会員間の情報交換、

親睦に重要な役菩」を果たすものですが、編集体需1の不備や記念文集 に力を注いだ

た め満足に発行できませんでした。今後、定期発行にむけ努力していきます。

汚水処理施設の彿興人か らの BI継問題については、かねてより総会等で論議さ

れていたところですが、 60年 8月正式に引継たい旨中し入れがあ りました。今

後引継ぐことを慮t提 に小委員会を発足いたしたく思います。 (詳細については、

別添資料をご参照下さい)                 

集会所増築間題は、現在の使用ひ /t′ 度からみて増築が必要と考えて:jり ます。

綿部については堪築検討委員会で検討をすすめてお ります。

今年度は、幸いに も当園地内では大 きな交通事故や火災は発生しませんでした

が、今後、世帯数、人「コが増加するに従がい、 日常生活における新たな問題がな1

じてくると予想 されます。自治会 としての役割が重要になってくることはもちろ

んですが、会員の皆様にもよリー層の自治意識を高めていただき、 自らの「 衛づ

くり」に積極的な参加 をお願いする次第です。



60年 度 活 動 概

４
　
［
月

総 会 (7日 )

●●

月

春 の大掃除 (

総合防災静1練

26日 )

(26日 )

アンケニ ト調査実施

八木山校下大運動会 (10日 )

自治会発足 10周年記念式典 (38)

"が
街つつじが丘 」4ヽ冊子の発行

市民展 (3.4日 )

防災訓棟、(市 民清掃)(10簿 )

(16日 )

11

月

12

月

(ク ロ ス カ ン ト リー )(12日 )

新班 長 オ リエ ンナ … リング

61年度の方針の概略

1)自 治会長は広報会長を兼務する。

2)汚水処理施設引継のための準備をすすめます。

3)自 治会の組織、運営のあ り方について引続き検討をすすめます。

4)春の球技大会をとりやめます。

5)団地新聞くタイムズつつじが丘 〉の定期発行に努めます。
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〈広報委員会 〉

昭和 60年度の広報委員会は、市 との
「

講な連絡および協調を図 るため市の広

報活動や各広報区のプロックごとに市民運動フ)展開に努め、広報相互の交換など

広報委員会運営の向上を図るため積極的に取り挙1ん でまい りました。特に毎月開

催する班長会議では、幅広くコミュニテ ィlli二 の高場を図 りなが ら多数の意見を

詭:き 、その意見反映に婆めてよい うました。 (下水道の。つまり整備、公園遊具の

機修、信号機設置要望等 )

1.'今年は鵜沼地区体青館が住民の皆1蓋 の 1二 支援 :こ より竣工の運びとなり、旬かと

ご尽力いただき深く感謝■:し 上げます。そこで、あの Li由 公Flの 凝 i rl,,整備を私

達の唯一の 自然公園として市にたいして豊.:i言「画をお願い取 り組んでまい りまし

すζが、逐次整篠する予定であ り、今後の ,1想 えiな ります。

2 11会 福祉協議会の福祉政策、これからの二
11減 づくりの一環としてまさに地す |こ

111ざ した人′そが、人:こ 対 tノ て11畿 をitっ て七れ′ぞれ福祉活重[に 自主二|に 参力「 :´ .

高群 fヒ 社会に対応しfI寺域独自の社会 シアテムづくりに積
=:的

に1又 り

`?l,こ

″が

必要であ り、 こ̂ね′も今後 のil「Iで j́。

3.■動面では、昨年間様に盆お どりの夜庵、夏祭 りの子供みこ tノ 、す マ~ン
::

デ ィバルにおいては各広報区 ともアイデア溢れた企画で一段 と盛 りみが ったこ

{=大変 よるこtば しい ことでした。

一年鶴協力していただいた■長 さえ′始め関係者の皆様に改めて,I訪l申 し′上 4サ
'ま

す。

最後に、私共が広報委員として市行 政 育成会、PTA、 子11ヽ 会、老人会等の協

力を得、つつじが丘の我が衛を愛する心が勇気 とな り情熱となって今年度を終る

事がで きましたことは、役員をした者のみが知 る多 くの喜びや苦しみ、さらに忘

れ る事ので きない思い出が一人一人の胸に刻み込まれたと思います。今 日迄共に

 熱い友情を注ぎ続けて下 さった各役員に心より厚く御礼申し上げ報告 とさせてい

ただきます。  



(環境委員会 )

鏃和 60年度の環境委員会の活動報告を申し上げます。当団地 も730世帯

をこスぃる大規模駿地にな り、会員皆様方から種々のご意見とご指導をいただ き

住環境保持に努力いたしてまい りました。活動機況は、次に述べますように年

初 計画のおおよそ tよ 実撫できたものと思ってお ります。

1.不在地主宅地の除草本について

5月 に市役所で不在地主の住所を確認 し、 6月 上旬不在地主あてに271

通命除車木通知を発送し、 4も 名の地主の方か ら夏季 48区画、秋季 24区

画の除草依頼を受けました。受取人不明の英 りは 8通でその他は何の音信 も

あ りません。依頼文につきましては 8月 11日 と11月 4日 に完了しまし

また、音信不通の分で草本が繁茂し、隣接饉宅に迷惑 とな りそ うな空地を調

査 し、再度 20名 の方に除草本の通知をしましたところ 10名 か ら依頼が

り、他に 3名 の方が 自己処理をなさ、れました。依頼を受けた分 は発注によ

12月 4日 までには草木を完了しました。その他連絡のなかった不在地主

方 々にも、覇地肉除草本の件が次第に浸透 されているようで各所に自己処

をされた分が見受け られますが、まだ除草で きない宅地 も数多 くあ ります

2.不快害虫駆除について         

不快害虫駆除薬剤を各家庭に斡施 167戸 の皆様か ら利用 をいただ き

ま した。今後、斡施について、近隣の商店で も同じような価格で薬斉」の種類

も豊富lCあ りますので中止 したいと考えてお ります。

3.犬の散歩 とふんの処理について

犬の散歩とふんの処理につ きましては、 自治会会員皆様のご協力により処

理 されつつあ りますが、まだまだ苦精 もありますので、今後とも大の飼主各

位に31続 き適正な処理についてのお願いをする次第です。

4.年 2回の団地内大掃除について

春季は 5月 26日 、秋季は 11馬 10日 に置頃行 き届かない団地震覇の法

薔の章刈等清掃を中心lC実施 しました。皆様のご協力あ りがとうございまし

た。

5.清掃用具等の修理、購入についで



1)掃除道具入れ倉庫を 5丁 目広報会は東公園 7丁 目広報会は中央公園に 

それそ
‐れ設置 しました。したがって、団地内各公園には各広報会 1亀 庫かすべ

て設麓されました。

1)動力草刈機の修理 |ょ 、 5.8‐ 10.1月 と必要の都度及び:i終整停を実

=し
ました。

3)鎌等 9品 目216点 を購入し各広報会に配分 しました。従 って各l■

~報
Xと

で、伊当に充足されたと思いま

CtiJ地 内緑化につい■

本年度は、 8丁 目西側の り面 につつし100本 を櫨梅 しました。当百の様化   

き1・ 面として、団地の玄関国にあたる8丁 目法面につつ しが■の名称にちなみ、

やつしを槙樹 していくことを考えています。

終 りに、環境委員会 としましては、不備、ど不満な点 も多かったと思います。

ここにお註びとともにこの一年間ご協力いただきまし,.I革 とを厚 くお率:=鮮1し _ト

げます

(隣 災委員会 )

1.防 災議1線 について

今年度は、 5月 26日 に春の総合防災謝1練 を行い、 11月 にはrl・ 広報区毎

に陶災引1練 を実施しまと′た。春の総合防」ξ部:線 では票消防署の協力指導を41

て、1也 霞及びそれに伴 う建物火災発生を禁定し、避難及び消火訓1練 を行い

した。避難議1練 では各広報ギ位で ロープを使った避難言1導諄1線 を行ιヽ、避  

後人員点呼をもって終了とし、薔1き 続 き::彗 人摯1練 ではパケッ リレーに ,ミ る初

騨消火、第 2広報と西町消防団の応援による消火栓からのれ災放水 という一

遠の議1練 を実施 しました。静懸:後は、消火器による消火壽4糠 、植疑竜轟によ

る火災、救急時の通報訓練及び受傷者の救護訪1練 も合わせて実施し、謝1続 の   

内容を充実しまし′た。この謝1練には約 150名の防護団員と一般参加者多数

の参カロを得ることができ防災に対する住民皆様の関心の高いことが何 えまし

た。秋は例年同様各広報会毎に消火設備の位置、基本的な操作方法、火災発

生時の行動基準等の再確認を実施 しました。今後、災害発生時の連絡等体制



の確立や講習会、映画会等を開催して防災意識をより高めるよう努力し■ヽ

きたいと思います。

2.防 災設備の充実について

強今年度に弓|き 続 き消火ホースを 3基新設 しました。 これは住宅の密集度

ホ ース設置状況のパランスをみて栗消防署の指導をえて 2.3,7丁 目に各 1

基づつ新設しました。 (累 計 18基 )        

籍路・X7に つきましては、昨年までにはぼ電柱一本お きに設置されました

で、今年度は著 しく磁宅の増えた地区、防犯上問題があ りそうな箇所等の

で特に希望のあった箇所に新設致しました。

3.交通安全について

交通安全対策につきましては、今後 も団地内を通過する車輌が増えるこ

が予想 されますので、横断歩道、カープ ミラー、一旦停止、信号機等の新

を市 に要望致 しましたが実現の道は極めて厳しく、今後 ともねば り強い運動

が必要と考えますし、危険箇所の把握には十分努めていきたいと思います。

路 _ヒ 駐車問題については、つつじが丘タイムズで啓蒙 ているところですが

会員の皆様方のなお一層の ご協力をお願いします。

4.そ の他

団地内の池等危険箇所につき金網の補修を行うと共に立入禁上の小薔板を

設置しました。又、盆踊 り、夏まつ り、運動会等自治会の主催する行事の

施にあた り交通整理や団地内整備を実施 しました。

最後に防災委員会 としてご不満な点 も多かったことと思いますが、一年間

任務を遂行できましたことは会員皆様方の御協力のおかげと深 く感謝致して

おります。

(文体委員会 )

昭和 年度文体委員会が閲係 した下記 4行事についてその概要をご報告

し上げま

1 春の球技大会

2 夏の盆職り大

3 秋の八本山校下大運動会

6

7

1

１

　

２

　

月

月

　

月

　

０

6日

■28日

10日



4 秋の市民展 11月 3.4日

春の球技大会は、八木山小学校 グランドにおいて ドッチボー

'レ

の リーグ戦を

いました。男女各々 7チ ームの外、小学校低学年生 を別編成 し熱戦を展発しま

た。参加人員 400名 親子一緒になって楽しい一 日を過ごすことがで きました

■ 夏の盆踊 り大会は、例年通 り中央公置において開催致 しました。今年

民謡同好会、婦人会、子供会、寿会の皆様からご支援をいただきましたこと厚

お礼申し上げます。盆踊 りの企画といた しましては、 7広報金か ら夜鷹 12店

ジュース、 ビールのサ‐ ビスのほか少年少女の スイカの早食い競争を行いまし

ところ、一時は大混舌Lに なるかとも心配 される程の盛況であ りました。又、本

会のメーンであるお楽しみ抽せん会の賞品は全て地域 内商店で販売 されている

常品をとりそろえ、大きな反響を呼びました。 このことは、私共文体委員が一

間の運動方針としてかかげた「 住民相互の親睦と地域密着 Jの大テーマに少し

も近づけたと秘かに自面 白贅 しております。踊 りの輪は 10時の開会が日前に

まっても、あ と一曲、あと一由とリクエス トが続く程の盛 りあが りで、 うれし

悲鳴をあげ る両 日でございました。参加していただいデt6oO世 帯の管様始め

盆踊 りに協賛いただいた通隣商店、法人、個人、有志の方に心か らお礼中し上

ます

秋の八本山校下大運動会は、八本山校下青少年育成会、社会福祉協議会入本

達合丈部、体育振興会、桟ケ丘、つつ じが丘面白治会のお骨折りにより、八木

小学校グランドで行なわれました。当 日はすば らしい体育 圏和にめぐまれ、
=:イ

i

委員 110名 、選手 1=500名 のほか応援顧も含め総勢 3,000な の大運鶴会

な りました。

秋の市民展は、新集 まもない地区体育館で開催されました。今年は一般出威

38名 の書通、絵画等や婦人会、囲芸同好会の皆様から生花、あみ物、手芸品

盆裁等自慢の作品多数が出展されました。入場者は延べ 300名 にのばりまし

がt広 々とした会場でゆっくりと芸術の秋を味わっていただ きました。松ケ丘

西町か らの来場 もあり次国の出震を約束された方 もある等、発展にむか って一

をふみだした市興震であったと思いま

以上、一年間の溝動機況をご報告しましたが、文体行事として定着してきた 4

行事の うち、春の球技大会については、当初会員数が少ないli4で 会員相互の規



をより深めよ うと手軽にできるソフ トボールか らスター トしましたが会員数が

増加する中でこの目的は希薄にな り、 自治会始め当団地 内各種団体の行事が輻

湊 している現況と各種 i・l好会の誕生、活発な活動を見るとき来年度以降廃止す

ることが適切だと考えます。最後に、私共がまが りなりにも責任をはたすこと

ができたのは、皆様方の全面的なあとおしのれかげとあ らためて厚 くおネL申 し

上げます。



自 治 会 規 約 改 正 の

(改正理由 )

当住宅団女L内 汚水処理施設を締興人か ら自治会が引き継 ぐ準備手続がすすめ

られる状況になった現在、汚水処理施設の維持管理を自治会の事業か ら除外

している規約を改正する。

第 5条  本会は前条の目的を達成するため、次の事業を行な う。

(1)本住宅地内の生活環境及び公益施設の保全、改善に関する事項。

        削除する



(基 金の )

昭和 59年 度 基 金 残 高

昭和 60年 度 増 カロ分

昭 和 60年 度 会 計 報 告

14,725,7131昭 薫〕60年 2月 28日 現在

2,160,0001

16,885,7131囲 1161年 2月 238現在

(積 IIの 部)

科 目 金 額 工
奪

集 会 所 増 築 準 備 金 2,000,000 昭和 55～ 59年度分定期預金

緊 急 災 害 時 準 備 金 300,000 昭和56～ 59年度分定期預金

集 会 ,i増 築 準 備 金 1,200,000 昭和 60年度分定期預金

緊 急 災 害 時 準 備金 200,000 昭和 6 0 rF― 度分定期預金

記 念 行 事 積 立 金 (280,000) 昭私 57～ 59年 度分 (注 )

記 念 行 事 稿 立 金 (220,000) 昭和 60年度分 (注 )

L雛 _____,__量 4,20Q000

(注)言己念行事積立金は昭和 60年 11月  10周 年記念行事費用にあてた

(収入の部 )

科 目 当 初 見 込 額 収 入 額 備 考

前 年 度 繰 越 金 864593 864,593

自 治
ハ
ム 費 4,080,000 4,287,500 500× 8575戸

自 治 会 入 会 金 50,000 92,000 92戸

自治 会 基金 利 息 788,000 836,000

広 報 会 長 報 酬 377,000 395,200 l1/2195,300)( 199,9oc

広報紙配布手数料 612,000 652,950 11(321,3003/5 33116,C

公 園 清 掃 報 酬 279,000 259,000

雑 収 入 15Q050 456,302 預金利息 164,837'解池

△
ロ 計 7,200,643 7,84■ 545

(支出の部 )

科 目 予 算 額 支 出 額 備 考

自 治 会 総 会 費 5Q000 33,000



目 予 算 額 支 出 備 考

街 路 灯 電 気 料 1,16Q000 1,10%195 電気料 967,455
修 澤Fl1 1 4 1.740

務 局 関 係 費

費務一事

交 通 ・ 静 信 費

備 品 購 入 費

予 僣 会 議 費

68o,000

200,000

30,000

350,000

10(',000

507,730

87,420

17,160

280,660

122,490

事務用品

二種会員通信

印届」機、 スチール戸棚

集 会 所 運 営 費 2511,000 221.261 光熱費等

広 報 活 動 費 816,000 844,800

環 境 対 策 費

清 掃 対 策 費

清 掃 用 具 費

緑 化 対 策 賞

防 災 対 策 費

防 災 行 事 費

交通安全対 策 費

消火器具備 品 費

430,000

100,000

250,000

80,300

500,000

160,000

40,000

300,000

424,660

72,900

271,760

80,000

ごみ袋ミクレゾーノk

植樹

ン
機
リ剌幻

526,230

1931630

27,64'0

305,000

西町消防団助成金他

池危険防止看板他

消火,「 ―ス(3基 )

文 化 体 育 費

盆
踊 り 費 用

運 動 会 費 用

年 間 行 事 費

560,000

240,000

200,000

120,000

585,578

246.115

212,613

126,850 球技大会、市民展

各 種 団 体 助 成 金 380,000 420,000 寿会、婦人へ 子供会、育成会

地 域 社 会 交 際 費 150,000 188,918 広報会長研 修費、香典他

集会 所 増 築 準 備 金 1,200,000 1,200,000

緊 急 災 害 時 準 備 金 200,000 200,000

記 念 行 事 積 立 金 220,000 220,000

一 般 予  備 費 604,643 99,500

△
ロ 計 7,200,643 6,580,872

60年度収支残高 収 入 金 額 支 出 総 額 61年度繰越

7,843,545 6,580,872 1,262,673

以上、昭和 60年度決算報告に誤 りのないことを証明します。

会 計 監 査   
同



昭 和 61年 度 予 算 (案 )

(収入 の部 )

科 目 金 額 備 考

前 年 度 繰 越 金 1,262,673

自 治 会 費 4,680,000 500円×780戸X12ケ月

自 治 会 入 会 金 60,000 1,000円×60戸

自 治 会 基 金 利 息 880,000
前期  435,000

後 期  44■ 000

広 報 会 長 報 酬 432,000
15,000円 X8名=120,000円
前期 200円X770戸=154,000門
後期 200円×790戸=355,50囀

広報 紙 配布 手 数 料 702,000
前期 450円 X770戸=346,500円

後期 450円×79げ:=355,500円

公 園 清 掃 報 酬 259,000

雑   収   入 381,500
26,500円  道路愛護者賞賜金
75,000円  美こ′い町づくり奨励金
28Q000円 預金利息

計
△
ロ 8,65■ 3



(支出の部 )

科 目 金 額 備 考

自 治 会 総 会 費 50,000

街 路 灯 電 気 料 1,130,000 電気料980,000修理料150,000

事 務 局 関 係 費

事 務 費

交 通・ 通 信 費

備 品 購 入 費

会 計 委 託 費

予 備 会 議 費

555,000

(200,000)

( 25,000)

(150,ooO)

( 80,000)

(100,000)

事務用品、

り 警聯
二種会員通

集会所椅子等

集 会 所 運 営 費 250,000 光熱費等

広 報 活 動 費 1,170.000 1,5 0 0fII× 780戸

環 境 対 策 費

清 掃 対 策 費

清 掃 用 具 費

緑 化 対 策 費

340,000

(120,000)

(120,000)

(100,000)

ご●ミ クレゾーム 草刈樹ガソリン等

清掃用具補充等

植樹

防 災 対 策 費

防 災 行 事 費

地 域 防 災 費

消 火器 具 備 品費

西町消防団 賛助金

540,000

( 5o,000)

( 40,000)

(300,000)

(15Q000)

防災訓1練等

道路 標識用ペ イント等

消火ホース (3基 )等

費

用

用

費

費

費

事

育

り

会

行

体

踊

動

間

化

盆

運

年

文 600,000

(350,000)

(200,000)

( 50,000〕 市民展筆   
各 種 団 体 助 成 金 470,000 彎仝

▲乃
寿
８ 磯f 孔撃

地 域 社 会 交 際 費 200,000

汚水処理施設に関する準備費用 883000

集 会 所 増 築 準 備 金 1,20Q000

緊 急 災 害 時 準 備 金 200,000

‐ 般 予 備 費

-
合 計 8,657,173
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